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【 お問い合せ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

「生き抜く力」を育む保小中一貫教育

「サマースクール」

にちなん子ども応援隊だより No.77

　暑さも和らぎ、朝夕は肌寒さも感じることが増えて
きました。昔から「スポーツの秋」とか「読書の秋」
とか「芸術の秋」などと言われるように、何をするに
も大変よい時期を迎えています。中学校では体育祭が
行われたり、小学校では５年生が宿泊学習を行ったり
と、学校行事や日々の学校生活で子どもたちの活躍も
たくさん見られます。今後も町民の皆さんにぜひ応援
をいただきたいと思います。
　さて、今回は、夏休みに教育委員会が開催したサ
マースクールを紹介したいと思います。サマースクー
ルは、勉強する場とボランティアによる支援を提供す
ることで、学習する力を高めたり、学習のよりよい方
法を身につけさせたりし、児童の学習習慣の確立や自
学自習の態度を育てることを目的に実施しています。
今年度は、８月８日㈭、９日㈮、26日㈪、27日㈫の
４日間、日南中学校交流教室や日南小学校を会場に実
施しました。１年生から６年生の希望者を募集し、４
日間で延べ182名の小学生が参加しました。また、小
学生の指導・支援のために、多くの地域のボランティ
アの皆さんや鳥取大学の学生ボランティアの皆さんに
お越しいただきました｡

　休憩を挟みながら30
分間の学習を４コマ設
定し、学習内容は全員
が自分で決めて、課題
と向き合います。わか
らない問題などがある

ときには、友だちやボラン
ティアの方に質問したりし
て、自分の力で解決できる
ように努力するようにしま
す。また、勉強だけではな
く、ちょっとしたゲームやレクリエーションを行い、
気分をリラックスさせたり、いろいろな人との関わり
合いを体験したりする時間も設けました。
　参加してくださった学生ボランティアの方の感想を
少し紹介します。

○サマースクールは、自習のような時間で、こどもが
　それを理解し、自らやるべきことを見つけ、真面目
　に取り組んでいたことが印象的でした。また、分か
　らないところなどを近くの友達に聞き、教え合いを
　している場面を見て、もっとそういう学習が増えて
　いけば良いなと感じました。
○大学生と小学生では勉強に対する考え方が違うとい
　うのは当たり前ですけど、これから成長する上で
　「学ぶ」ということに対する意識というのをしっか
　り身につけてほしいと思いました。
○勉強する意味を理解して主体的に勉強に取り組んで
　ほしいと思い、どうすれば子どもたちの実になる時
　間にすることができるのか考えながら言葉を選びま
　したが、頑張ろうと思ってくれる子そうでない子が
　おり、その工夫の仕方について私自身さらに勉強し
　ていかなければならないところだと実感しました。
　子どもに対する大人の関わり方や学ぶことの意味を
　改めて考えさせられた取り組みになりました。

　先日TVで、｢防念会をやろう｣というCMを見かけま
した。この｢防念会｣というのは、万が一の災害の時の
近所同士の助け合いであるような、いざという時に助
け合える関係であるために、日頃からの地域のちょっ
とした集まりを大切にし、近所付き合いの防災活動に
力を入れることを、防災に念を入れる会｢防念会｣と名
付けて開催するものだそうです。このCMは、その防
念会の開催・参加を促すCMでした。地域同士のつな
がりが防災につながるというのは目から鱗でした。日
南町では、｢百歳体操｣「めしふぇす｣「ちゃんねる日
南」などと、機会は行政・まち協等がいろいろ作って
くださっており、日南町は災害に強いまちなのではな
いかと改めて感じました。また、地域のつながりが強
くなると防犯の効果もあると言われ、地域同士のつな
がりは本当に大切だと感じます。
　皆さんは、どのようなことをすれば地域の絆が深ま
ると思われますか？
　先日、中学校の除草ボランティアをしておりました
ら、3人ほど生徒さんの方からあいさつをしてくださ
いました。１人は昨年中学校を卒業した、息子の友だ
ちのT君。「こんにちは。おぉ、○○（息子の名前）
のお母さん！」とあいさつをした後、私を見て驚いた
様子でした。ということは、彼は知っている人だから

あいさつをし
たというわけ
ではなく、誰
にでもしてい
るのだと思
い、感心しま
した。２人目
は中学2年生
のY君。彼はいつでもさわやかにあいさつをしてく
れ、こちらまで元気をもらえます。最後の１人は I
君。「こんにちは。暑い中ご苦労様です。がんばって
ください。」と声をかけてくれ、とても嬉しい気持ち
になりました。
　ボランティア活動をすることで普段なかなか関わる
ことのない小中学生や、学校の先生との関わりもでき
てきます。顔を覚えたり、気軽に会話できる間柄に
なったりすることで、防災・防犯にもつながっていく
のではないかと考えています。また、挨拶を通して、
子どもたちから毎日元気をもらっていると感じます。
　みなさんも、そんな学校支援ボランティアをされて
みてはいかがでしょうか。
　連絡先　教育委員会　0859-82-1118
　コーディネーター携帯080-5232-7712

日南小５年生稲刈り


